
第１学年○組道徳学習指導案
　　平成２８年　月　　日（　）第　時限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　
１　主　　題　　ゆうきを出して（A－１）　善悪の判断、自律、自由と責任）
２　教 材 名　　みみずくとおつきさま（出典　１ねんせいのどうとく（文渓堂））
３　主題設定の理由
（１）　ねらいとする価値について
　　　　よいことや正しいことを行うことは、よりよく生きるために重要なことである。しかし、実際
は正しいと分かっていてもなかなか行うことができない。良いことだと考えながらもそれを実践
することを阻む心の弱さがあるからだ。やってよいことと、してはならないことをしっかりと区
別し、正しいと判断したことを進んで行う力、その原動力が勇気である。自分が正しいと判断し
たことに自信をもって取り組むことができる心を育てたい。
（２）　児童の実態について
　　　　本学級の多くの児童は、様々なことに興味関心をもち、活発に行動する。そのため、時には、
自分の思いが強くけんかになったり、周りの人に迷惑を掛けたりしてしまうこともある。反面、
集団生活に不慣れなために、引っ込み思案になったり物おじしたりして、よいと思ったことを進
んで行うことができないでいる場面も見られる。
　　　　そこで、この時期に、よいと思ったことは小さなことでも遠慮しないで進んで行い、いつもす
がすがしい気持ちでみんなと助け合って生活していこうとする心情を高めたい。
（３）　資料について
　　　　本資料は、次のような話である。楽しく学校ごっこをしていたもぐらたちの中に、いたちがや
ってきて、先生役のもぐらに乱暴をする。子ども役のもぐらたちが口をそろえて、いたちに止め
るように言うが、追い払うことができない。それを木の上で見ていたみみずくが、さっといたち
の前に降り立ち、「らんぼうはやめろよ！」と大きな声で言い、ついにいたちを追い払う。その
様子を空でずっと見ていたお月さまがその勇気をほめ、みんなをやさしく照らすという内容であ
る。
　　　　もぐらたちが逃げずに、乱暴者のいたちに向かっていく理由を考えることで、よいと思ったこ
とを勇気を出して行うことのよさや大切さを感じることのできる資料である。
４　ねらい
　○　逃げようとする自分の弱い気持ちを抑え、先生役のもぐらを乱暴するいたちに立ち向かうもぐ
らたちの勇気ある態度やそれを支える思いを考えたり、勇気を出すことのよさを考えたりすること
を通して、よいと思ったことを進んで行おうとすることの大切さに気付き、そのような心情を高め
る。
５　準　　備　（教）場面絵　フラッシュカード　ホワイトボード　ワークシート
６　「伝え合う力・表現力」との関わり
　　本時では、中心発問として「もぐらたちが逃げずに、乱暴者のいたちに向かっていくのはなぜか。」
を問う。理由を考えることを通して、大事なことを落とさず話したり聞いたりすることや、友達の発
表と自分の考えを比べながら話したり聞いたりする力を身に付けさせていく。
７　学習過程
	時間
	学　習　の　流　れ
	教師の働き掛けと支援・留意点
	評　　価

	５
(５)
導　入　・　方　向　付　け












３５
(４0)
ねらいとする価値の追求把握　・　自己の生き方の自覚











































５
(45)
ま　と　め




	１　よいと思ったが、勇気がなくて
できなかったことや、そのときの
気持ちを発表する。
　・　「遊ぼ」が言えなかった。
　・　意地悪されたとき、「やめて」
が言えなかった。
　・　けんかをしているのを見て止　
　　めようと思ったけど、こわくて
走って逃げた。
（気持ち）
　・　ちゃんと言えばよかった。
　・　どうしよう。
・　くやしかった。

２　資料「みみずくと　おつきさ
ま」を聞き、話し合う。
（１）　もぐらたちの勇気について
話し合う。
▲　もぐらたちが、逃げないで「駄　
　目だよ。やめてよ。はなしてよ。」
と、いたちに言ったのはどうして
でしょう。
　・　先生役のもぐらを助けたかっ
たから
　・　先生役のもぐらがかわいそう
だから
　・　いたちがしていることは、い
けないことだから
　・　乱暴は絶対だめだから
　・　友達だから
　・　自分たちが楽しく遊んでいる
のを、邪魔してほしくなかった
から
　・　助けないのはひきょうだから





（２）　よいと思ったことを勇気を
出して行うよさについて、話
し合う。
△　勇気を出すと、どんなよいこと
がありますか。
　・　ほめられる。
　・　自分の心がすっきりする。
[bookmark: _GoBack]　・　友達が喜んでくれる。
　・　周りの人が助けてくれる。
　・　みんなが笑顔になる。
　・　仲良くなれる。

（３）　級友の発言で参考になった
ことや考えさせられたこと
を発表する。
△　友達の発表で、いいなと思った
り、なるほどなと思ったりしたこ
とを発表しましょう。


３　今日の学習を振り返る。
△　今日の授業で、感じたことや学
んだことを書きましょう。




	○　今までの体験の中から発
表し合い、価値の方向付けを
し、本時の話し合いへの意欲
を高める。

○　発表がないときは、児童へ
の事前アンケートの中から、
例を挙げる。







○　教師の語りで資料を提示
する。
○　資料の内容が児童に分か
るように、場面絵や出来事や
会話をフラッシュカードで
示す。
○　内容理解のため、場面発問
を入れ、児童と会話しながら
語り進める。
○　もぐらたちが、逃げずにい
たちに向かった理由を考え
ることで、勇気を支える思い
について深く考えさせる。
○　考えがもてたら、静かに起
立させる。
○　児童の発言を肯定的に受
け止める。
○　ある程度意見が出たら、付
け足しをさせ、話し合いを深
める。



○　友達の意見を聞き、多様な
価値観に触れることで、自分
の考えを深めさせる。
○　共感できる意見に挙手さ
せる。
○　いたちについても、考えが
及ぶように助言する。　




○　級友から学んだことを発
表させることで、認め合う気
持ちをもたせる。友達のため
に役立てたことを自覚させ、
自信につなげる。

○　自分の考えをもち、発表で
きたか、級友の意見が参考に
なったかを振り返らせる。
○　今日学習したことについ
て、感じたことや学んだこと
を書かせる。
	

○　良いと思ったこ
とを進んで行うこ
とができなかった
ことや、そのときの
気持ちを想起する
ことができたか。
（発表・観察）





○　資料の内容を理
解できたか。
（観察）











○　勇気を支える思
いについて、考える
ことができたか。
（発表・観察）









よいと思ったことを進んで行おうとすることのよさに気付き、進んで行おうとする気持ちがもてたか。　（発表・観察）












○　友達の考えに共
感することができ
たか。（発表・観察）



○　よいと思うこと
を進んで行おうと
する気持ちを高め
ることができたか。
（ワークシート）



８　評　　価
　逃げようとする自分の弱い気持ちを抑え、先生役のもぐらを乱暴するいたちに立ち向かうもぐらたちの勇気ある態度やそれを支える思いを考えたり、勇気を出すことのよさを考えたりすることを通して、よいと思ったことを進んで行おうとすることの大切さに気付き、そのような心情を高めることができたか。
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第１学年○組道徳学習指導案 

  平成２８年 月  日（ ）第 時限 

                                 指導者  

１ 主  題  ゆうきを出して（A－１） 善悪の判断、自律、自由と責任） 

２ 教 材 名  みみずくとおつきさま（出典 １ねんせいのどうとく（文渓堂）） 

３ 主題設定の理由 

（１） ねらいとする価値について 

    よいことや正しいことを行うことは、よりよく生きるために重要なことである。しかし、実際 

は正しいと分かっていてもなかなか行うことができない。良いことだと考えながらもそれを実践 

することを阻む心の弱さがあるからだ。やってよいことと、してはならないことをしっかりと区 

別し、正しいと判断したことを進んで行う力、その原動力が勇気である。自分が正しいと判断し 

たことに自信をもって取り組むことができる心を育てたい。 

（２） 児童の実態について 

    本学級の多くの児童は、様々なことに興味関心をもち、活発に行動する。そのため、時には、 

自分の思いが強くけんかになったり、周りの人に迷惑を掛けたりしてしまうこともある。反面、 

集団生活に不慣れなために、引っ込み思案になったり物おじしたりして、よいと思ったことを進 

んで行うことができないでいる場面も見られる。 

    そこで、この時期に、よいと思ったことは小さなことでも遠慮しないで進んで行い、いつもす 

がすがしい気持ちでみんなと助け合って生活していこうとする心情を高めたい。 

（３） 資料について 

    本資料は、次のような話である。楽しく学校ごっこをしていたもぐらたちの中に、いたちがや 

ってきて、先生役のもぐらに乱暴をする。子ども役のもぐらたちが口をそろえて、いたちに止め 

るように言うが、追い払うことができない。それを木の上で見ていたみみずくが、さっといたち 

の前に降り立ち、「らんぼうはやめろよ！」と大きな声で言い、ついにいたちを追い払う。その 

様子を空でずっと見ていたお月さまがその勇気をほめ、みんなをやさしく照らすという内容であ 

る。 

    もぐらたちが逃げずに、乱暴者のいたちに向かっていく理由を考えることで、よいと思ったこ 

とを勇気を出して行うことのよさや大切さを感じることのできる資料である。 

４ ねらい 

 ○ 逃げようとする自分の弱い気持ちを抑え、先生役のもぐらを乱暴するいたちに立ち向かうもぐ 

らたちの勇気ある態度やそれを支える思いを考えたり、勇気を出すことのよさを考えたりすること 

を通して、よいと思ったことを進んで行おうとすることの大切さに気付き、そのような心情を高め 

る。 

５ 準  備 （教）場面絵 フラッシュカード ホワイトボード ワークシート 

６ 「伝え合う力・表現力」との関わり 

  本時では、中心発問として「もぐらたちが逃げずに、乱暴者のいたちに向かっていくのはなぜか。」 

を問う。理由を考えることを通して、大事なことを落とさず話したり聞いたりすることや、友達の発 

表と自分の考えを比べながら話したり聞いたりする力を身に付けさせていく。 

